
テーマ「三戸町の防災について考えよう！ 

～ワークショップ形式を用いてみんなで考えてみよう！～」 
 

 開催日程：令和 5年 1月 21日(土) 14時～16時 30分 

 

前回に引き続き、佐藤淳氏を 

アドバイザーにお招きし、人財塾 

参加者である立花さん(社会福祉 

協議会職員)がメインファシリテ 

ーターとして、越後さん（商工会 

青年部長）、五十嵐さん（サンノヘ 

エール代表）はフォロー役として、

ファシリテーションの実践を行い 

ました。 

 

※ファシリテーション･･･身近な会議や集会の場をもっと楽しく有意義にするための 

 話し合いの手法のこと。 

 

当日は、町内会、商工会青年部、三戸町議会議員、消防団員、保健協力員、役場職員

など多様な立場の方 41名にご参加いただきました。 

 

●人財塾参加者が主導した「ワールドカフェ」 

 今回は、人財塾に参加している立花さんをメインとし、越後さんと五十嵐さんのお

二人と、まちづくり人財塾第 1 回講座、第 3 回講座で塾生が学んだ「ワールドカフ

ェ」を実践しました。 

 第 4回講座では、今まで人財塾に参加していない一般の町民も多かったため、まず

は、ワールドカフェとは何か？から説明が始まりました。 

 

＜話し合いの手法の一つであるワールドカフェ＞ 

席替えをする井戸端会議であり、カフェのようなリ

ラックスした雰囲気の中で、「問い」に集中した会話

を行うものです。 

 ４～５人単位のグループで行い、メンバーの組み

合わせを変えていくことにより参加者全員で話し

合っているような効果があります。 

 参加者のアイデアがつながりあって、新しいアイ

デアや気づきが生まれます。 

まちづくり人財塾 第 4 回講座 開催のご報告 



●本日のテーマについての情報提供(三戸町総務課から町の防災について) 

 今回のテーマである「三戸町の防災」について、総務課防災危機管理班の馬場班長

から情報提供がありました。 

 三戸町で発生のおそれがある「地震災害」「大雨や台風による風水害」、そして、自

主防災活動の必要性についてお話ししました。 

 

●グループワーク(防災の話を聞き、考えてみる作業) 

 それでは、皆さんの住む地域には、どのような被害が想定されているのか･･･？ 

三戸町のハザードマップを見ながら考えてみましょう。 

 

 

 

 

●ワールドカフェを始めましょう！ 

 

【ワールドカフェの流れ】 

 １.テーブルごとの話し合い① 

  ＜テーマ＞ 

  三戸町の防災について、備えが出来ていると思うこと、気掛かりに感じている 

  ことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２.テーブルごとの話し合い② 

  ＜テーマ＞ 

  三戸町の防災について、誰がどんな風に振る舞えている状態を実現したい 

  ですか？それぞれ具体的に考えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

席替え 

【備えが出来ている】 

・家の中の家具を固定している。 

・水、食料の備蓄をしている。 

・避難場所が決まっている。 

【気掛かり】 

・町にどれくらいの備蓄があるのか分からない。 

・非常持ち出し袋に何を入れたら良いのか分からない。 

・防災マップを見ていない。 

【誰が？】    【どのように？】 

・行政     ・地域の要支援者の確認。 

     ・災害情報のリアルタイム発信。 

・地域のリーダー   ・災害レベルごとのマニュアル作成。 

・町民     ・避難時の持ち物を確認しておく。 

     ・防災の意識を持つこと。 

・自主防災組織    ・自主避難出来るように声かけする。 

     ・どんな活動しているのかの周知。 

 

 

自分の住んでいる地域の災害について考えてみたところで・・・ 

 

席替え 



 ３.テーブルごとの話し合い③ 

  ＜テーマ＞ 

  町民の防災への認識を揃えるために、手掛けてみたいことは何ですか？ 

  具体的に考えてください。 

 

 

 

 

 

 ４.個人での振り返り 

 

 ５.全員での振り返り 

 

 

●参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4 年度のまちづくり人財塾はこれで終了となりますが、参加者の皆さんが自

分の地域に今回の経験を持ち込んで、各地域でも話し合いが行われることで、町民全

員の防災意識が高まっていく事を期待しています。 

 

 そして、ファシリテーションの経験を積んだ皆さんは、是非、地域や職場などのい

ろんな場所でその経験を活かし、たくさんの実践を繰り返していってください。 

 

 

 

 

 

・近隣の人とのコミュニケーションを取る。 

・小中学生への防災教育。 

・自主防災組織の結成。 

・防災用品の見直し。 

・災害時の家族との連絡方法を確認。 

・家族、地域の人と防災について話し合う。 

・自分が町のことをよく知らなかったんだと気付けた。 

・自分事として考えることが出来た。 

・情報を共有することが大切だと感じた。 

参加頂いた皆さん、ファシリテーターの皆さんありがとうございました！！ 

・短時間で皆の意識が高まったのが見えた。 

・今の気持ちを忘れないうちに行動に移そうと思った。 



 

防災に関する質問(一部抜粋)



ラウンド１(一部抜粋)   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラウンド２(一部抜粋)  

  



 

 


